
書籍案内／購入申込書 BOOK-3D24

　　　　　●　活用の場が広がる3Dプリンタ、その材料開発の現状と課題、今後の方向性を概観する！

　　　　　●　今後求められる3Dプリンタ向け材料開発の動向とその用途、適用事例を詳解！

　　　　　●　モノづくりの現場に変革を起こしつつある3Dプリンタ技術、その材料開発に注目し今後の広がりを展望する！
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第2節　3Dプリントの材料・プロセス設計のための計算機シミュレーション
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　　1．はじめに

　　1．はじめに 　　2．3Dプリンタ用軟質素材フィラメントの用途
　　2．素材から見たアディティブマニュファクチャリング 　　3．3Dプリンタ用軟質素材の成形および加工条件
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